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６
月
15
日(

土)

の
ま
ち
中
歩
き
部

会
で
は
、
今
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、
鳥
取
県
立
「
青
谷
か
み
じ
ち
史
跡

公
園
」
に
17
名
が
、
マ
イ
カ
ー
４
台
に

分
乗
し
現
地
を
訪
れ
た
。 

そ
こ
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
棟
と
重
要
文

化
財
棟
の
２
棟
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。 

ガ
イ
ダ
ン
ス

棟
の
館
内
に
は
、

よ
み
が
え
っ
た

「
弥
生
の
人
」
青

谷
上
寺
朗
さ
ん

と
青
年(

発
掘
当

初
は
女
性
と
思

わ
れ
て
い
た)

の 

木
を
く
り
抜

い
た
、
丸
木
船

が
配
置
さ
れ

て
い
た
。
床
面

は
海
と
陸
を

表
現
し
た
配

色
が
さ
れ
て

い
た
り
、
壁
面

に
は
弥
生
時

代

の

集

落

(

村

)

で

の

人
々
の
生
活

の
様
子
が
描

か
れ
て
い
た
。 

 

れ
て
い
た
。
ま
さ
に｢

青

谷
ブ
ラ
ン
ド｣

を
再
認

識
し
た
。
ま
た
、
祈
り

や
物
事
の
吉
兆
を
占
っ

た
『
ト
骨(

ぼ
っ
こ
つ)

』

な
ど
も
見
ら
れ
た
。
こ

の
地
下
に
ね
む
っ
て
い

た
数
々
の
『
も
の
』
は
、

今
後
、
何
を
語
っ
て
く

れ
る
の
か
期
待
さ
れ

る
。 

 

史
跡
公
園
の
田
園
の 

様
子
は
、
弥
生
時
代
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
風
景
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
な
が

ら
帰
路
に
つ
い
た
。 

動物の骨を用いた占いを骨卜

（こつぼく）といい、これに用

いられた 骨を卜骨（ぼっこつ)

といいます。 
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２
人
が
私
達
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。

正
面
に
は
、
大
木
を
く
り
抜
い
た
、

丸
木
船
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
床
面

は
海
と
陸
を
表
現
し
た
配
色
が
さ

れ
て
い
た
り
、
壁
面
に
は
弥
生
時
代

の
集
落(

村)

で
の
人
々
の
生
活
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
出
土
し
た
鉄
製
品
の
オ
ノ

や
矢
じ
り
、
加
工
さ
れ
た
石
器
や
木

製
品
、
竹
カ
ゴ
や
武
具
等
、
暮
ら
し

の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
生
活
必
需

品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。 

 

そ
こ
で
職
員
の
方
の
説
明
に
よ
る

と
、
こ
の
土
地
特
有
の
立
地
条
件

が
、
弥
生
時
代
の
貴
重
な
遺
物
を
数

多
く
残
し｢

地
下
の
弥
生
博
物
館｣

と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

遺
構
か
ら
は
百
九
体
の
人
骨
も
掘

り
出
さ
れ
た
。 

 

人
骨
の
中
に
は
刃
物
や
鈍
器
で

殺
傷
さ
れ
た
跡
も
見
ら
れ
、
戦
い
に

よ
る
も
の
と
判
明
し
た
。 

 

負
傷
し
た
頭
部
に
残
っ
て
い
た 

「
脳
」
は
話

題

に

な

っ

た
。
そ
の
脳

を
も
と
に
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析

で
複
顔
さ
れ

た
胸
像
は
、

全
国
的
に
有

名
に
な
っ
た

「
青
谷
上
寺

朗
さ
ん
」
で

『
魏
志
倭
人 

伝
（
ぎ
し
わ
じ
ん
で
ん)

』
に
日
本
列

島
で
も
戦
乱
が
あ
っ
た
史
実
が
記
さ

れ
て
い
る
。
上
寺
朗
さ
ん
も
、
こ
の
戦

い
の
犠
牲
者
の
よ
う
だ
。 

 

二
世
紀
頃
に
は
、
大
陸
と
の
交
易

が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
、
青
谷
か
ら
は
、

職
人
に
よ
り
加
工
さ
れ
た
木
製
品
が

高
く
評
価
さ
れ
、｢

青
谷
ブ
ラ
ン
ド｣

は
交
易
の
産
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
た

よ
う
だ
。
国
内
で
も
九
州
や
東
北
と

の
交
流
も
あ
っ
た
と
話
さ
れ
た
。 

 
 

そ
の
後
、
重
要
文
化
財
棟
へ
。 

そ
こ
に
は
、
遺
構
か
ら
発
掘
さ
れ

た
人
骨
や
木
製
品
、
土
器
石
器
、
工
芸

品
、
花
弁(
は
な
び
ら)

の
高
杯(

た
か

つ
き)

な
ど
、｢
美｣
を
追
求
し
技
術
を

屈
指
し
製
作
さ
れ
た
品
々
が
展
示
さ 

 


